
 

主体的に朝の会に参加する為の ICT 機器の活用 

 

１ 活用するＩＣＴ機器等 

 

 

２ ねらい 

 

 

 

 

３ 実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 

・生徒が自分で進行できる。 

・各項目に注目し、活動に見通しを持って行う。 

・全員が会を進行できる。 

・スーパートーカーを使用し朝の会の進行 

 

 

 

 

 

・校内 LAN を通して歌詞の提示 

 

 

 

 

 

・実物投影機で、栄養士さんが作成した献立表を拡大。メニューの確認 

 

・生徒が見通しを持ち、会の進行を務めることができた。 

・生徒によってスイッチ等を工夫する。（押しやすさ、注目するものの仕方） 

高等部 

１．読み聞かせ等の学習教材 

～教科領域名：日常生活の指導(朝の会)～           

デジタルテレビ、ノート型コンピュータ、校内 LAN、スーパートーカ―、実物投影機 

音楽の授業で使用している

歌詞を教室で練習できる！ 

意欲的に活動することができ、

スムーズに進行ができる。 

イラスト献立を拡大！ 

本日の献立を確認。 


